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シス、細胞内小胞輸送などの現象において重要な役割を果たしていることが知られている o Rumani SINGH 
氏は、このARFタンパク質のパートナーとして同定された CARFタンパク質の機能解析を行い、 CARFが
細胞の増殖や老化、アポトーシス等の調節において重要な役割を担っていることを本論文にてはじめて明ら
かにした。すなわち、 CARFの発現抑制により DNA損傷応答経路が活性化され、 ATM-CHKl経路を介して
アポトーシスが生じる一方、 CARFの発現誘導は細胞老化の過程おいて観察される現象であることを証明し
た。本研究は、癌細胞における新しい分子標的としてのCARFの可能性、および細胞老化状態の新規バイオ
マーカーとしてのCARFの有用性を提示しており、更なる応用研究への展開に繋がる重要な知見であると
える。得られた成果は当該分野の学術雑誌にも掲載されており、高く評価できる。
平成 25年 1月24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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